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　SNS（Social Networking Service）とは、インターネットを通じて、
人と人の社会的なつながりを構築するサービスです。国内ではmixiな
どが有名ですが、FレックスSNSには（１）福井県内の大学教員・学生
が中心、（２）完全実名登録制という特徴があります。匿名化がいくらで
も可能な従来のSNSと違い、情報の送り手と受け手の顔がお互いに見
えるのです。
　SNSの機能の２つの柱として、ブログ（日記）とコミュニティ（掲示板）
があります。これらを使って、自由に情報を発信したり、交換したりす
ることができます。また、逆に限られたメンバーにだけ内容の閲覧・書
き込みができるようにコミュニティを設定することもできます。
　これを教育に利用する場合、便利な用途としてはコミュニティによる

卒業研究ゼミの運営が挙げられます。FレックスSNSは携帯電話からも
閲覧・書き込みができますし、コミュニティへの新着書き込みを携帯
メールへ配信することもできます。ゼミの時間・場所などの連絡や、学
生からの質問、学生同士の情報・意見交換などが簡単になるのです。
また、教員がコミュニティの管理者となり、ゼミの学生のみの参加を承
認すれば、ゼミ内部の情報が外に漏れることはありません。しかも、コ
ミュニティの管理といっても、ルールを決めて作るだけで、あとは大し
た労力はかかりません。ゼミ運営において強力なツールとなるでしょう。
　また、SNSにはゼミや大学内にとどまらず、大学を超えた人と人との
つながりを構築できることに大きな魅力があります。例えば、「科研費ピ
アレビュー」というコミュニティでは、科学研究費を申請するにあたって
の有益な情報が交換され、計画書の査読をお互いに行うこともできま
す。堅苦しい利用の仕方だけでなく、実際に私が運営している「ビリ
ヤード部」では、教員・学生を問わずビリヤード好きのメンバーが実際
に集まってビリヤードを楽しんでいます。
　私は福井県出身ですが、大学以降は福井を離れており、縁あって福
井に戻ってきた２年前には異邦人の状態でした。ＦレックスSNSのおか
げで、様々な人とのつながりが広がっていると実感しています。

私のSNS利用方法

福井工業高等専門学校

ＦレックスSNSによる学内・学外のつながり

乙部　貴幸

髙木　翔太

機械工学科５年

　
　『昨日書いた日記にだれかコメントしてくれたかな？』
　『面白い日記ないかな～』
　こんな感じで私はいつもSNSにログインします。やはり、コメントを
書いてもらえるとうれしいものですし、日記をいろいろ読ませてもらうこ
とで新しい発見があります。
　そんなSNSのメリットは大きく分けて３つあると思います。
　１つ目はやはり他大学の先生方や、学生と交流できることです。これ
は多くのSNS利用者が感じていることではないでしょうか？実際にSNS
を通じて友達もできましたし、先生方との交流も増えました。他の大学
生や先生方といろいろ話すことは新鮮でとても楽しいです。
　2つ目は自分を表現できることです。あまり実感がわかないことです
が、とても大切なことだと思います。SNSでは自分のページがあり、好
きなようにアレンジすることができます。日記をかいたり、コミュニティ
に参加したりといろいろなことができます。私の場合、おもに日記を書
いています。普段の学校生活のこと、趣味のスケートボードのこと、テ
ストのことなどなどです。日記を読んでもらって、『高木ってこんな人な
んや』と思ってもらえればうれしいです。(日記 に専門用語がたくさん
入っている場合は・・・すみません)

　３つ目は『５M課題攻略』コミュです。あまり詳しいことはここでは話
せませんが、テスト前になるとものすごい力を発揮します。過去mo・・、
課da・・。このコミュに何度助けられたことか。参加希望の方は５Mま
でお越しください(笑)　
　しかし、この関係をSNS上だけで終わらせてしまうのはもったいない
気がします。SNSをきっかけとして実際にあって話をしたり、なにか合
同の企画に参加したりして交流を深めていけるとよいのではないでしょう
か？
　せっかくの機会なのでこの文章を読んだ方はFレックスSNSの私の
ページにアクセ スしてください。たくさんの方と仲良くなれるとうれしい
です。ぜひ一緒にス ケートボードについて・・・(×)いろいろなことにつ
いて話しましょう(笑)

仁愛女子短期大学

たかぎ しょうた

おとべ たかゆき
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推進協議会

中心となるコミュニティが稼働！

　2009年度は、コアコミュニティの育成を中心に活動をして
きましたが、チームメンバーを中心に、コアコミュニティのメ
ンバー同士の結束は高まってきました。また連携を発信する
ため、ホームページ、パンフレット、活用ガイド、ニュースレ
ターなど多様な観点から広報を行い、一定の成果をあげまし
た。2010 年度は、この活動をさらに広げていく予定です。

地域チーム
《３つの場づくり》
－地域が学ぶ、地域と学ぶ、地域に学ぶ－

　学生と教職員からなるFレックスメンバーが、学習を通して
地域の方と交流する場づくりをしています。６機関の公開講座
を検索・一覧し学習者間で交流できる場をつくりました。学生
が在福外国人に日本語パソコンを教えながら互いに異文化を
学んでいます。まちづくりや環境学習などの地域活動に学生
が参加しやすい場をSNSに展開しています。

学習チーム

ネットコミュニティで試行錯誤

　2009年度は対面とネット上の双方から活動を行い、対面
の活動である各チーム合同研究会は11回開催して大きな成
果をあげました。一方、SNS上でのコミュニティ形成は、対
面に基礎づけられたもの、目的がはっきりしているもの以外は
過疎化が見受けられました。それでも30程度のコミュニティ
は活発な活動を行っています。2010年度は対面とリンクする
形でコミュニティ形成を目指します。

基盤チーム

基盤システム（WebサービスやＴＶ会議）の
運用と改善

　春に基本的な構築を終えたSNS・LMS・e-Portfolioなど
のWebサービスとＴＶ会議システムについて、今年度はその
運用支援と様々なカスタマイズなどを行ってきました。特に、9
月からは統一認証も実現でき、Webのシステムのログインが一
度ですむようになりました。また要望の多かった携帯電話への
対応やシステムのバージョンアップなども実現できました。

FDチーム

個別のＦＤ課題の議論を開始

　ＦＤ活動を相互研修的に進めることを昨年度決め、今年度
は全国のＦＤ連携の実例を5月の第2回シンポジウムで知るこ
とができました。その後「学生理解と学生支援」「授業アン
ケート」についてのFレックス研究会を開催し、具体的な課題
について各校の取り組みの現状について報告を受け討論を行
ないました。この議論の中から共通の課題を探り深めること
ができました。

学生チーム

学生交流は次なるステージへ！

　2009年2月、ＡＯＳＳＡでの対面ミーティングからスタート！
学生チーム初となるビッグイベント「福井仕事塾！」を見事に成
功させ、活動の礎を作ることができました。その後、おもしろ
フェスタや大学祭・シンポジウムでのパネル展示、そしてライ
トニングトークまで活動の幅を広げつつあります。成功と失敗
を繰り返しながらさらなる成長を目指します。

Ｆレックスの体制組織図

Ｆレックスは右図のような体制で運営されています。
トップに福井県大学連携リーグを冠していますが、実
質的な意思決定は福井県学習コミュニティ推進協議会 
（推進協議会）で行われ、そのもとで基盤チーム、ＦＤ
チーム、学習チーム、地域チーム、学生チームの５つが
活動を行っています。推進協議会と各チームの 詳細な
活動報告は、Ｆレックスのサイトから閲覧できますが、こ
こでは2009年度の活動を簡単にまとめておきます。

チーム活動のポイント


